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●ＵＤ、バリアフリーなどの施策を考えることは重

要だが、まず、聞こえる人と同じ土壌に立つた
めにも「アクセシビリティの確立」が必要。

●「アクセシビリティ」の考えを市民に広めるため、

情報アクセシビリティ・フォーラムを行う。
啓発・関係機関の連携等を通して「情報・コミュ
ニケーション法」の必要性へ世論づくり。

なぜいま、アクセシビリティなのか



情報保障は基本的人権

いつでも、どこでも、誰からでも自由に情報を受
け取る。

いつでも、どこでも、誰にでも情報を発信する。

コミュニケーション手段を自らの意見を自由に選
択できる。



  

ユニバーサ
ルデザイン アクセス出来る

（使える・
利用できる）

アクセス出来ない
（使えない・
利用できない）

聞
こ
え
る
人
・

障
害
の
な
い
人

ユーザー
ビリティ

より使いやすくする 最初から使える
ようにする

アクセシビリティ
だれでもアクセス出来る
ようにする

情報バリアフリー
個々のバリアをなくす

女
性
・
外
国
人

子
供
・
左
利
き

等

高
齢
者

障
害
者
・

聞
こ
え
な
い
人

ダイバーシティ
使える範囲を広げる



情報アクセシビリティの向上をめ
ざすためには

聞こえない人や見え
ない人にとって

読むことができる

話すことができる

書くことができる
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会話障害のある人に
とって

「わかりやすく読むこと
ができる」
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これを求めることができる環境の整備を



会議で平等対等に発言を

http://www8.cao.go.jp/shougai/suishin/kaikaku/pamphlet/direction/pdf/cover2.pdf
http://www8.cao.go.jp/shougai/suishin/kaikaku/pamphlet/direction/pdf/cover2.pdf


今もある不当な差別的取扱い
聴覚障害者が個人旅行を申し込んだとこ
ろ「介助者でないと受けられない」との理由
で予約を取り消された。

カード取扱会社や金融機関などに本人で
ないと取り次いでくれない。

災害時の避難所で聴覚障害者がいると責
任者に伝えたのに、必要な情報が音声で
しか伝えられなかった。



大好評だった絵文字メニュー



理想とする緊急通報サービス
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「障害者差別解消法」の先にあ
る社会への期待
まだ問題が多い各省庁対応要領、対応指
針だが、宮内庁など聴覚障害の特性に応
じた具体的対応例もある。

これからの障害者施策へ積極的に意見、
提言の発信（情報アクセシビリティの観点、
手話言語条例など）。

社会資源づくり・活用づくりそして共生社会
づくり。


